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〇和食を中心にしたメニューで、食材にこだわり、食を楽しむ経験ができるようにしている
栄養士が作成した年間食育計画があり、３歳児～５歳児が中心になりクッキング保育が月１回行わ
れている。当日は作ったものをランチルームとして３クラス合同で食べたりしている。おやつはバ
イキングメニューを栄養士が決め、お代わりをするなど楽しんでいる。和食が中心ということもあ
り、食した経験がない乳児には量を減らすなどの工夫をして食べる経験ができるようにしているこ
とが、幼児クラスになると完食をするなどの姿になっている。乳児の味付けなどの検討も必要かと
思われるが、食を楽しむ経験ができるように配慮して対応している。
〇地域の子育て支援を積極的に行い、様々な取り組みを通して子育て拠点として受け入れられてい
る
地域の子育て家庭支援を積極的に行い、園庭開放や子育て支援センターでのイベントなどを週３日
行っている。誕生会やえいごであそうぼう、読み聞かせ、作って遊ぼう、水遊び、身体測定などの
取り組みが好評であり、トワイライト事業や赤ちゃんの駅の受け入れ、保育士、栄養士などの専門
性を活かした子育て相談、絵本の貸し出しなどを進め、地域の子育て拠点としてしっかりと受け入
れられている。また、たくさんのボランティアの受け入れ、キラキラ保育士体験、高齢者施設での
交流など、子どもたちが職員以外の人とのふれあいなどを通して社会性・社交性を育む場を提供
し、職員が指導や助言などを通して保育士として成長していくことにつながっている。
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⑥各評価項目にかかる第三者評価結果

別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

２回目の第三者評価を受審し、現状と新たな課題を確認することができました。良い点は継続し、
更なる向上に努め、改善点は全体で見直しを重ね、より良い方向に向かっていきたいと思います。
保護者の皆さまにはお忙しい中アンケートにご協力いただきありがとうございました。貴重なご意
見、多数のお褒めの言葉、励ましの言葉に感謝いたします。職員間で共通意識を持ち、今後も安心
安全な保育園、一人ひとりを大切にした温かい保育園を作っていきたいと思います。
ありがとうございました。

〇様々な遊びの中で子どもたちが遊びを選択できる保育活動のさらなる工夫が望まれる
保育室には、ブロックやままごと、パズルなどの他、絵本も読むことができる環境が設定されてい
る。保育活動の方法は特に幼児３クラスは、一斉で行うことが多くなっている。乳児も散歩に出か
けることを中心に組み立てられている。子どもが自ら選んだ遊びを尊重しながら、経験してほしい
内容を週や月単位を視野に入れて保育活動の中に組み込むなど、子どもたちの自主性につながる主
体の保育の展開の更なる工夫が望まれる。
〇情報共有の中心となる各会議の記録様式の確立、職員連絡ノートの書き方などの工夫を期待した
い
職員間の情報共有を朝礼・昼礼・クラス会議・職員会議などを通して丁寧に行い、報告・連絡・相
談の徹底など、保育活動の的確な実践につなげている。定例会議の記録が担当者によって表記に違
いが生じたり、項目の設定などが異なったりしており、会議内容などを予め認知している職員は理
解できるが、知らない者にとっては容易に理解できなこともあり得る。記録フォームの定型化や書
きやすい書式の検討を期待したい。また、職員連絡ノートも情報共有の重要な媒体となっており、
見る側・情報を確認する側に立った記録の方法などの工夫なども望まれる。
〇子どもたちの安全確保の更なる向上に向け、ヒヤリハットの園独自の活用を検討されたい
子どもの安心・安全の確保に向けて、安全管理・災害時対応マニュアル、不審者対応マニュアル、
事故防止マニュアル、保健・衛生管理マニュアルなどのマニュアルが整えられ、危険の抑止・回避
に向けた取り組みが行われている。避難訓練や職員間での確認・共有に努め、不審者対応訓練も定
期的に実施し、防犯通報システムの整備、防犯カメラも設置されている。事故報告書・ヒヤリハッ
ト報告書の対応を徹底し、全系列園の集計・取りまとめを行い、時間帯別・年齢別・要因別等に整
理して、年度末に各園に配付・報告して事故抑制に活かされている。園内のヒヤリハットを更に的
確に容易に把握し取りまとめる手法の検討にも期待したい。ヒヤリハットはどのような小さなこと
でも子どもたちの安全に直接関連してくるため、できるだけ多くの情報を集めて園独自のリスク管
理に活かされたい。

◇特にコメントを要する点


